第８回高知県社会教育委員会（平成２０年８月１日から平成２２年７月３１日任期）会議概要
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日時：平成２２年７月２７日（火）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１４：３０～１５：３０
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場所：本町ビル３階　Ｂ室
１．開会　　　高知県社会教育委員長　挨拶
２．議事
（１）協議題「地域全体で子どもや学校教育を支える仕組みづくり」についての意見集約
【意見集約説明要約】（委員長）
１ページ目は私たちの思いを記載しております。中段以降に「支援」という言葉が良く使われておりますけれども、支援というのは課題解決に向けた双方向の協同的な学びの機会であるということを見学の中でも感じてきた。社会教育というものはお互いが支援されるという意味で強調して記載しております。
高知県は大変多くの課題を抱えていると言われているけれども、見方を変えれば課題解決に向けた大変多くの支援が生みだされるということでもあり、それは地域が学校をつくる大変大きなきっかけではないだろうか。
２ページ目は、視察の様子と意見交換でポイントとなる意見を記載しているし、グラフを付けて現状と課題を記載している。
３ページ目には大きく２つの提言を記載している。１つ目は、「学校支援地域本部事業」や「放課後子どもプラン推進事業」の取り組みをなんとか継続発展していくための内容と、あわせて学校を核とした地域コミュニティの再構築を図る生涯学習・社会教育の事業を充実させるという視点で書いている。２つ目は、それを動かしていく人の問題は欠かせないものでありまして、高知県には様々なボランティア等がいるが、その方たちを「教育関連サポーター」と呼んで質的向上と活動機会を拡充していこうとするものです。
提言の内容は、皆様方の意見の一部に含まれていた内容である。
【提言についての意見交換】
（委員）
新聞を見ていて最近思うのだが、児童虐待について最近信じられないことが起こっている。提言の中では２－２地域コーディネーターの質的強化に含まれるのか、１－２の県民等への働きかけで含まれるのかわからない。提言の内容は地域が学校を支援するという点で書かれているが、逆に学校が親を教育するというか発信するということをもう少し記載したらどうかと思う。
（委員）
取り組みをこのようにまとめていても、実施している学校はうまくいくと思うがまだそこまで至っていない学校との差とかが現状とのギャップとして生まれてくる。厳しい子どもの状況（就学支援・家庭の状況等）への対応は重要だと思う。
（委員長）
深刻な子どもの状況をどうするかということについて、提言で無視したわけではないし、逆に支援してあげるじゃなくて一緒に考えていく関係こそが大切である。従来は、家庭の状況は家庭教育サポーターだけが知っていればいいものであったが、本来すべてのサポーターが知っておかなければならないことである。また、非常にデリケートな内容でもあるので、研修でもしていく必要がある。リーダー的は役割を果たす地域コーディネーターにはきちんとした意識を持っていてもらいたい。
（委員）
すべての市町村で実施できる予算措置はありがたいと思う。前教育委員長もボランティアの大切さを理解していたので、学校支援ボランティアに対する予算措置はありがたい。
【２年間の活動を振り返って】
（委員）
学校を視察させていただくことにより、コーディネーターの役割の大切さがわかったので、昨日安芸市教委にコーディネーターはいるのか確認したところ１人いるとのことでした。安芸市は公民活動が活発なので、地域と学校とのパイプ役として公民館に依頼が多いとのことでした。また、早ね早おき朝ごはんではないですけれども、子どもたちの育ちのためには家庭の果たす役割は重要は重要だと感じました。社会教育主事が減少しており、婦人会が行っている本の読み聞かせも学校から公民館を通じて依頼があっている状況である。コーディネーター役の社会教育主事が各市町村にいればもっと違った形でできるのではないかと思った。
（委員）
若者の意欲や環境等の条件があると思うが学習する機会が無くなっている。次の子どもたちを育てるのは今の若者たちであり、若者たちに学習の意欲が無ければ自分の子どもたちに育ちや命の大切さなどにきちんと伝わっていかないと思う。青年団としても学習の機会をつくっていかなければいけないと思っているので、ご理解とご協力をお願いしたい。今の大学生は変わってきており、すごくまじめで慎重で自分たちでセミナーを開いたりして、飲み会をあまりしたことが無い大学生もいる。人間的な温かみを育てたり大学生の時でしか学べない友達との交流ができずに、自分の技術を磨かないと社会で生きていけないという危機感の中で生活しているとすれば、社会が考え直していかなければいけないと思う。そういう意味では、大学生が学校支援地域本部事業に関わってもらえれば、人との絆づくりや人の温かみが確認できるのではないかと思う。
（委員）
学校に授業サポートに入ることがあり、その際は「先生」として敬われているが、子育て中の親としてはまだまだ若造でありなかなかうまくいかないこともある。前回の提言は社会教育全般の「わたしからつなぐ宣言」にも関わらせてもらった。今回は学校に関わる中で自ら学んで社会を良くしていくということにスポットが当たっており、それは一つの良い方向だと思う。ＰＴＡ、青年団等が自分たちが起こすアクションにとってもそうである。
（委員）
今度、県社会教育委員会の提言を土佐市で説明してもらうように計画したが、津野町、梼原町、日高村からの参加をしたいという意向があり、４つの市町村社会教育委員会合同で研修会を開催するようにしており、その中で各市町村でできることを前向きに検討するようにしている。市町村社会教育委員会を、年間１回の会議しか開いていない所もある。社会教育委員として何をしなければならないのかを考える場合、２回以上の会議が必要である。県社会教育委員会は、県の代表者として選ばれているので、各市町村社会教育委員会が活発に活動できるように働きかける必要があると考える。
（委員長）
提言を県教育委員会に渡して終わりではなく、どう広げていくのかが大切なことだと思う。
３．閉会　　高知県教育次長挨拶
